
令和３年度事業報告 

Ⅰ事業の状況 

１､華道に関する研究及び調査 

華道に関する研究及び調査等については、令和３年度は以下のような事業を実施。 

(1)植物研修会 

令和３年度の植物研修会は新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催せず。 

(2)研究部会 

  華道の技術と知識の向上を目的に研究部会を以下のように開催している。 

 令和３年４月２５日、５月２３日、７月２５日、８月２９日、令和４年１月３０日の研究

部会および令和４年２月２０日～２２日に開催を予定していた発表会は新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により中止。 

 以下開催されたもの 

 令和３年６月２０日（日）～２２日（火） 

華道院研究部作品発表会 ２４名参加 

会場 有楽町東京交通会館 B1 ゴールドサロン 

テーマ「ひまわり・ニューサイランを使って」 

 令和３年９月２６日（日） 会場 古流会館３階 

講師 田中一秀先生 「くらしを彩るいけばな」１８名参加 

 令和３年１０月３１日（日）会場 古流会館３階 

講師 武藤理春先生 「小品花をいける（60×60×60 以内）」２０名参加 

 令和３年１１月２８日（日）会場 古流会館３階 

講師 武藤理春先生 「小品花をいけるⅡ（50×50×50 以内）」１６名参加 

 令和４年３月２７日（日） 会場 古流会館３階 

講師 田中一秀先生 「カラーをいける」２２名参加 

２、華道に関する展覧会、講習会及び講演会の開催 

華道に関する展覧会、講習会及び講演会の開催については令和３年度は以下のような事

業を実施した。 

(1)華道に関する展覧会 

①令和３年１１月２１日（日）～２４日（水） 

「いけばな大賞２０２１」を北千住シアター１０１０ギャラリーに於いて開催 

「第９４回全日本いけばなコンクール(東京会場)」前期に格花の部、自由花の部、指

定花材の部、特別審査の部、小品花の部を開催。また後期にフリースペースの部とく

らしを彩るいけばなの部を開催。入場無料。 

参加者は前期の格花の部８名、自由花の部９名、指定花材の部３１名、特別審査の部



１２名、小品花の部８名、合計６８名。 

入賞者は、いけばな大賞２０２１・内閣総理大臣賞は指定花材の部・松本覚佳（草真

流）が受賞。文部科学大臣賞 格花は特別審査の部・汐満理和（和光古流）、自由花は

自由花の部・大塚理航（古流かたばみ会）がそれぞれ受賞した。農林水産省農産局長

賞 格花には格花の部・浜田草圓（花古流）、自由花は指定花材の部・増田彩雲（池坊

宝生流）がそれぞれ受賞した。また東京都知事賞は自由花の部・久保島一裕（草月流）

が受賞した。 

後期開催のフリースペースの部参加者は５８名、くらしを彩るいけばなの部は７名。

入場者は延べ１７９３名であった。 

また「いけばな大賞２０２１学生部門」が同会場１０階アトリエにおいて開催。 

参加者は小学生低学年の部３名、小学生高学年の部７名、中学生の部１５名、高校生

の部２１名の計４６名が参加。 

いけばな大賞・東京都教育委員会賞は高校生の部・米倉怜が受賞した。 

入賞者表彰式は令和４年１月７日（金）にシアター１０１０・１０階アトリエにおい

て開催された。 

②千鳥ヶ淵墓苑への献花 

一年を通して千鳥ヶ淵戦没者墓苑内においていけばなの展示（献花）が行なわれた。 

(2)華道に関する講演会 

令和３年度の華道に関する講演会は新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催せ

ず。 

 

３、機関紙及び華道に関する出版物の刊行 

機関紙及び華道に関する出版物の刊行については令和３年度は以下のような書籍及び雑誌

を出版した。 

(1)会報｢帝国華道院会報｣ 

会報８５号を発行 

 

４、その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 令和３年度は、目的を達成するために必要な事業として、以下の事業を実施。 

（１）新年懇親会は新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催せず。 

（２）協力事業 

① 東京 2020 大会時における伝統文化等の魅力発信事業・選手村でのいけばな作品の展示 

東京都の事業として、オリンピック期間中の令和３年８月６日～８日 およびパラリン

ピック期間中の８月２４日～２６日に帝国華道院協力のもと東京オリンピック・パラ

リンピック選手村内ビレッジプラザにいけばな作品を展示。また事前収録をしたいけ

ばな動画を同スペースにて放映した。 

担当役員は田中一秀理事長、武藤理春副理事長、岡田広山常務理事、梶川理仙常務理

事、大藤茂風常務理事、芳埜理鳳常務理事、池田理英常務理事。 

 



 

② 東京都主催・ものづくり・匠の技の祭典２０２１ 

 令和３年１２月１８日～１９日にオンライン配信にて開催された、ものづくり・匠の技 

の祭典２０２１に帝国華道院が協力。会場となった東京ビッグサイトのステージにて 

芳埜理鳳常務理事のいけばな実演が約３０分間行われ、生中継でインターネットによ 

る配信がおこなわれた。 


